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研究ノート

1．はじめに

　神よ、
　変えることのできるものについて、
　 それを変えるだけの勇気をわれらに与えたま

え。
　変えることのできないものについては、
　それを受けいれるだけの冷静さを与えたまえ。
　そして、
　 変えることのできるものと、変えることのでき

ないものとを、
　識別する知恵を与えたまえ。
 （大木英夫訳）

　1967年に『中央公論』誌上で、大木英夫氏によ
り紹介されたニーバーの祈りは、現在に至るまで
日本の多方面で人々に共感されてきた。筆者の知
る限りにおいても、日野原重明氏（聖路加国際病
院元理事長）の著作に引用され、また阿部志郎氏
（横須賀基督教社会館会長）はニューヨーク・ユ
ニオン神学大学院へ留学してニーバーと直接の面
識を得たこともあり、講演等でしばしばこの祈り
に言及する。さらには故速水優氏（日本銀行元総
裁）の愛唱の祈りであった事実も良く知られてい
る。付言すれば、この祈りの作者やテクストにつ
いては、インターネット時代の情報氾濫も関係し
て、時おり混乱が見受けられるが、高橋義文氏の
論考はそれらについて正確な見解を提示している
（高橋2004）。

2．キリスト教現実主義（Christian realism）

　渡辺和子氏（ノートルダム清心女子大学元学
長）は著作の中でこの祈りを引用しつつ、次のよ
うに述べている。「私たちはともすると、イフ・
オンリー（if only）の生活をしがちになる。もし

家庭が裕福でありさえしたら、こんな苦労はしな
いのに。もし○○大学に合格さえしていたら、毎
日の生活は充実していただろうに。もし……もし
……と願望は果てもなく続いてゆく。しかし、現
実は、現実以外の何ものでもなく、また、人間の
成長は、現実の中でしか行われないのだ。」「ライ
ンホールド・ニーバーのこの祈りを、今日の私の
祈りとして生きたいと思う。私たちには、現実を
見つめる醒めた目と、その現実に接する温かい心
が必要なのだ。」（渡辺1992）平易な言葉遣いであ
りながら、祈りの言葉の背後に拡がるニーバー思
想が明確に提示されている。
　それはニーバーの思惟姿勢としての〈キリスト
教現実主義〉にほかならない。先に述べた『中央
公論』での大木論文も、この点に関わっていた。
そこでは思想の政策への関与を巡る二つの立場、
〈現実主義〉と〈理想主義〉の相克が論じられた。
現実重視のあまり結果的に現状追認に陥る現実主
義と、高次な理想を掲げるものの現実離れの空論
に過ぎなくなる理想主義と、いずれも政策実現に
おいては難がある。つまり現実肯定の現実主義と
現実否定の理想主義とは両者とも、現在の現実を
新たな将来的現実へと形成する力に乏しい。
　そこで〈キリスト教現実主義〉が要請されるの
だが、それはニーバー自身が「歴史を支える神の
力は、人間の最高の努力をもってしても不完全さ
に終るにちがいないものを完全なものとすること
が出来るのであり、また最も純粋な人間の志にお
いてさえもあらわれるところの堕落を清めること
が出来るというキリスト教信仰の望みは、我々が
歴史的事業を勤勉に成就してゆく上に必要欠くべ
からざるものである」（Niebuhr1944）と述べてい
るように、神的摂理への信頼に裏打ちされた思想
である。
　ニーバーはキリスト教現実主義の視点から「人
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類の究極の可能性でもあり、また不可能性でもあ
る」世界共同体の建設を提唱した。高橋論文で確
認されているようにこの祈りは1943年の作、すな
わち第二次世界大戦下という歴史的コンテクスト
との関わりにおいて理解されるべきテクストであ
る。この点も、ニーバーのキリスト教現実主義と
この祈りの関係を示唆している。
　本題から少々それるかもしれないが、ニーバー
の名は昨年、アメリカ合衆国のバラク・オバマ大
統領が語ったことで、再び注目された。そのオバ
マ氏の「核兵器なき世界」提唱が日本では〈理想
主義〉と受け止められるが、むしろニーバー的〈キ
リスト教現実主義〉がそこに表出しているといえ
よう。
　また先に、社会的に幅広く活躍する方々のニー
バー受容に触れた。諸氏は共通してキリスト者で
あり、各々の信仰的実存との関係から、キリスト
教現実主義の視点に立ってニーバーの祈りを理解
している。

3．祈りの脱キリスト教化？

　ところでニーバーの祈りは、ある意味では意外
にも、キリスト教共同体と離れた所で受け容れら
れている。精神科医の斎藤学氏は、セルフヘルプ
（自助）運動を「魂の家族」と呼び、そこでこの
祈りが広く用いられていることを記す。（但し作
者について、推測による全く違う名が挙げられて
いる。）斎藤氏の解説によれば、「魂の家族」にお
ける「神」とは、特定の既存宗教のドグマを離れ、
「グループの中に姿を現す愛」を指す。アルコホ
リック・アノニマス（AA）を端緒としたこの運動
の特徴は、体験や苦悩を語り合い、参加者間で相
互共有することである。そのとき「AA流の神学は、
一つの祈りを備えている。セレニティ・プレイヤー
（平安の祈り）と称され、・・・・・・この祈り
を用いて、嗜癖者は直面するパラドクスを一つひ
とつ選択肢に変えながら人生を進むことができ
る」。そして「参加者たちは、この関係性を通し

て自らの自らに対する関係を修正し、「あるがま
ま」の自己を、その悩みやパラドクスを含めて受
け入れるようになる」ことが〈問題解決〉すなわ
ち救済であると述べられている（斎藤1998）。
　この解説をふまえると、セルフヘルプ運動で
〈ニーバーの祈り〉の果たしている役割が見えて
くる。そこではこの祈りが参加者個々人の〈自己
過程〉の指針として機能している。「変えること
のできないものを受けいれる冷静さ」として、悩
み傷ついている自分自身を受容する。けれども同
時に「変えられるものを変える勇気」によって、
自己の問題を是正していく。ひいては「変えられ
るものと変えられないものを識別する知恵」を通
して、〈問題性を抱えた自己〉と〈その克服を志
す自己〉とをより高次で統合していくのである。
　但し、これらの〈自己過程〉を導く「神」は、
繰り返しになるが、「グループの中に姿を現す愛」
すなわち悩みや葛藤の共有による連帯と共感の意
識である。宗教学者の島薗進氏は「このスピリチュ
アリティは伝統的な宗教とは異なり、個人の自由
を尊ぶ形をとるにしても、自己を超えた大いなる
ものとのつながりの中に自らを置こうとするとい
う点では、広い意味での宗教の範疇に十分に収ま
る」（島薗2007）と述べ、この運動を「新霊性文化」
の一つとして位置づける。
　果たしてこの運動が、既存宗教に比して個人の
自由を尊重すると判断できるかどうか。むしろ人
格神と人間との関係性の喪失は、自由とその意味
を変質させるのではないかと、筆者はキリスト教
神学の観点から疑問を呈さざるを得ない。いずれ
にしろ、この運動における〈ニーバーの祈り〉使
用は宗教性の変容を伴っている。

4．むすびに代えて

　研究ノートとしての拙論は暫定性を免れ得ない
が、以上の論述から浮上する研究課題について述
べておきたい。
　日本においてこの祈りは、時に原作者がニー
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バーであることさえ意識されないままに、広範に
普及してきた。その中から、典型的な二つの受容
の型を論じた。それらについて否定的あるいは肯
定的いずれの評価を下すにせよ、両者の示す宗教
性は〈神観念〉〈人間観〉〈救済理解〉そして〈神
―人関係〉といった根本的要素からして著しく異
なっている。そして、同一の祈りが、受容形態に
よってこれだけの宗教性の相違を生じさせる。そ
の事実は、「日本におけるキリスト教の〈受容〉
と〈変容〉」という、筆者にとっても本大学にとっ
ても重要な研究課題について、〈ニーバーの祈り
の受容〉を鍵として分析する可能性を拓いている
と思うのである。
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